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⼦どもたちの圧倒的な笑顔を創る

⼀⼈ひとりの超絶個性や超絶⻑所を最⼤限に伸ばしていく

経営理念

ビジョン

経営⽅針

⼦どもたちが社会に必要な⼈材として、
前⼈未到の可能性を信じ、⽇々の療育を⾏う



⼦どもたちが笑顔で通所し「できた！」を感じられる居場所になる

⼦どもたちの気持ちに寄り添い、安⼼して継続的な通所が出来る環境を創ります

⼦どもたちが「たのしい！」「うれしい！」と感じられる遊び、活動を提供します

⼦どもたちの成⻑に合わせ、⼀⼈ひとりに合った⽀援をスタッフ全員で⾏います

事業所理念

⽀援⽅針



⾝の回りの準備
⼊室時、おやつ前の⼿洗いや、荷物の準備を⼀緒に⾏い、お⼦様
ひとりひとりにとって必要な声掛け、誘導等を⾏います。

時間に応じた⾏動の切り替え
次の活動に気持ちを切り替え参加できるよう、タイマーでの残り
時間の提⽰や事前の声掛け、スケジュールの掲⽰を⾏います。

健康状態の確認
⼊室時、その他必要に応じ、検温等の体調の確認を⾏います。

ルールや約束事の提⽰
事業所で⽣活していく中でのルールは、それぞれのお⼦様にとっ
て分かりやすい形で提⽰していきます。（わかりやすい⾔葉の選択
とイラストや写真などを⽤いた提⽰）

健康や⽣活



サーキットトレーニング
⾛る、渡る、登る、跳ぶ、投げる等、⾝体を⼤きく動かす粗⼤運
動を中⼼に活動を⾏います。

集団での運動遊び
ドッジボールや⿁ごっこなど、集団での遊びを⾏います。

⼿先の微細運動
制作活動を通し、ハサミで切る、糊で貼る、鉛筆で書く等の
⼿先を動かす活動を⾏います。

ビジョントレーニング
⽬で⾒た情報を、脳で処理し、⾝体を動かします。
⽬の可動域を広げる活動や、⽬で捉えた情報をもとに、⾝体を動
かす活動を⾏います。

運動や感覚



ライフスキルトレーニング
パソコンやタブレットを使って、⽣活・社会機能を⾏うために必
要な、「記憶⼒」や、「注意⼒」「空間認識⼒」等、複数の認知機能
を⾼めるタスクに取り組みます。

数の認知形成
コインを活⽤したポイントシステムを導⼊し、コインを集める中
で数の概念の獲得を獲得していきます。

季節⾏事での感性形成
季節に合わせた活動や⾏事を⾏うことで、感性や想像⼒を育んで
いきます。

スケジュールやルールの視覚的な掲⽰
分かりやすくスケジュールやルールを掲⽰することで、⾒通しを
持ちながら予定を遂⾏する⼒をつけていきます。

認知や⾏動



⾔葉を使った遊びや活動
かるたや連想ゲーム等、⾔葉を使うことで成⽴する遊びや活動を
⾏います。

エンジョイプリント
活動の中で、プリントを使って絵と⾔葉のマッチングやクロスワ
ードなどを⾏います。

ソーシャルスキルトレーニング
ロールプレイを通して、対⼈関係や感情のコントロールに必要な
スキルを⾝に付けていきます。

⾃分の気持ちや意⾒を伝える練習
活動時に、⾃分の意⾒や気持ちを伝える時間を設け、⾔葉を使っ
て相⼿に伝える練習を⾏います。

⾔語やコミュニケーション



ルールの理解が必要な遊びや集団活動
⾃分と他児の役割が違ったり場⾯ごとに役割が変更になる、他児
との協⼒が必要等、他児への意識が必要になる遊びや活動を⾏い
ます。
また、順番や遊び⽅のルールなどを守りながら楽しんでいきま
す。

お⼿本の提⽰、模倣
児童同⼠でお⼿本を⾒せあったり、それを真似する模倣活動を⾏
うことで、他児への興味関⼼や意識を育みます。

外出活動
集団⾏動や公共施設のルール、マナーを守りながら、事業所で経
験できないことを、楽しみながら練習していきます。

⼈間関係や社会性



地域⽀援・地域連携 移⾏⽀援

職員の質の向上 主な⾏事

家族⽀援

送迎時やお迎え時、公式LINE
での相談や、定期的な⾯談

・地域⾏事への参加
・相談⽀援事業所との⽇々の
 様⼦の共有等の連携

学校や併⽤事業所と連携し、⼦ど
もたちが集団で過ごしやすい環境
を整える。

・虐待防⽌研修や感染症対策等の
 法定研修
・新⼈研修・スキルアップ研修
・事例検討会 など

・ご家族の皆様と参加して頂ける
 お祭り（年1回）
・⽔族館や動物園等、外出⾏事
・同グループ内他事業所との交流会



営業⽇ 休業⽇

営業時間

⼟曜⽇、⽇曜⽇
夏季休業（8⽉13⽇〜8⽉15⽇）、

年末年始休業（12⽉29⽇〜1⽉3⽇）
※⽉曜⽇から⾦曜⽇の祝⽇は利⽤可     

午後0時〜午後7時 送迎有り
（約20分圏内）

⽉曜⽇〜⾦曜⽇

送迎の有無



⼦どもたちが安⼼しながら笑顔で通所し、「できた！」を感じられる居場所になる

⼦どもたちの気持ちに寄り添い、安⼼して継続的な通所が出来る環境を創ります。
⼦どもたちが「たのしい！」「うれしい！」と感じられる遊び、活動を提供します。
⼦どもたちの成⻑に合わせ、⼀⼈ひとりに合わせた⽀援をスタッフ全員で⾏います。

  作成⽇：令和6年 11⽉20⽇
 営業時間：午後0時〜午後7時
送迎の有無：あり

・⾝の回りの準備
・時間に応じた⾏動の切替
・健康状態の確認
・ルールや約束事の提⽰

･サーキットトレーニング
･集団での運動遊び
･⼿先の微細活動（制作）
･ビジョントレーニング

・ライフスキルトレーニング
・数の認知形成
・季節⾏事での感性形成
・スケジュールやルールの掲⽰

・⾔葉を使った遊びや活動
・プリントでの⽀援
・ソーシャルスキルトレーニ
 ング
・意⾒や気持ちを伝える練習

・ルールのある集団活動
・お⼿本の提⽰、模倣
・外出活動

家族⽀援：送迎時や公式LINEで相談をお伺いしたり、保護者様の意向を確認しながら3ヶ⽉〜6か⽉に1回を想定し⾯談を⾏います。
移⾏⽀援：学校や併⽤事業所と連携し、⼦どもたちの様⼦等を伝え合い、集団で過ごしやすい環境を整えます。
地域⽀援：相談⽀援事業所との⽇々の様⼦の共有等の連携を⾏います。 地域の⾏事に参加します。

主な⾏事：⽔族館や動物園等への外出活動（⻑期休暇や祝⽇）、同グループ内事業所との交流会（不定期）、ご家族で参加できる祭り（年1回）
職員の質の向上：法定研修（虐待防⽌や感染症対策等）、新⼈研修やスキルアップ研修、事例検討会等を⾏います。

⽀援⽅針

事業所理念

健康や⽣活 運動や感覚 認知・⾏動
⾔語・コミュ
ニケーション ⼈間関係・社会性


